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・詩人がもつ世界を表現するさまざまな言葉 ざす姿」を明確にできるようにする。

・効果的な表現技法 ○発想が広がる「詩」を例示する。

・新たな気づき

第２時 ○詩のテーマにするメモを１枚作る。 ○創作手順を理解させる。

・１枚目･･･「形が変わらないもの」

○メモをボウルに集め，全員が１枚ずつ引く。

○引いた言葉を詩のテーマとして，マインドマップ ○マインドマップを書く時間をしっか

を書く。 り確保する。

○マインドマップをもとに詩を書く（下書き）。

第３時 ○詩のテーマにするメモを１枚作る。

（本時） ・２枚目･･･「形が変わるもの」

○メモをボウルに集め，全員が１枚ずつ引く。

○今回引いた言葉を前回の言葉と合わせ「『２枚目 ○第２時よりも，イメージするのは難

のテーマ』の『１枚目のテーマ』」を詩の題名と しいと予想されるので，マインドマ

して，マインドマップを書く。 ップを書く時間をしっかり確保する。

○マインドマップをもとに詩を書く（下書き）。

第４時 ○創作した詩（１枚目と２枚目）をグループで，読 ○４人グループとする。

み合う。

○読み上げられた詩について，１枚目と２枚目を比 ○コメントをする際は「大切な友人」

べ，どれだけ想像の世界が広がっているか一人ず となるよう心がけ，良いところを見

つコメントをする。 つけるよう伝える。

○固定概念に縛られず，発想がどんど

ん広がっているかを評価する。

第５時 ○詩を仕上げる。

・グループでのコメントをもとに推敲し，清書す

る。

○創作について振り返る。 ○単元のはじめに確認した「めざす姿」

・１枚目と２枚目の創作について違いがあった にどのくらい近づけたかを振り返ら

か。 せる。

・自分のイメージをもてたか。

・表現しようと思った言葉が見つけられたか。

・効果的に表現技法を用いることができたか。

本時の目標

与えられたテーマについてしっかりと考えて言葉を広げることと，広げた言葉の中から詩の言葉と

して絞ることの両方を行う中で，自分が表現したいことのイメージをもつことができる。

学びを豊かにするための手立て

マインドマップと付箋を使うことにより，自分のイメージを俯瞰できるようにすることが第一の手立てで

ある。また，本単元の学習では，イメージの広がりに注目してグループで相互評価し，創作した詩の価値や

言葉の意味を生徒自身で意識できるようにすることが第二の手立てである。
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学習の展開

学 習 活 動 と 内 容 指導上の留意点（◆評価）

〔全 体〕10分

１．本時の課題を確認する。 ○１作目の創作について振り返り，本時の課題を

確認する。

「『詩人の時間』を体験する」 ～詩の創作を楽しもう～

○本時では２作目の創作を行うこと，自分のイメ

ージをマインドマップにして，さらに付箋に書

き出すところまでめざすことを伝える。

２．詩のテーマにするメモを作る。 ○「形が変わるもの」についてカードを書かせる。

・２枚目･･･「形が変わるもの」 ○「粘土」「砂」「風」等例示し，ここであまり

「水」，「木」，「気持ち」，「季節」･･･ 悩まないように，例示したものを使っても良い

こととする。

３．メモをボウルに集め，１枚ずつ引く。 ○自分の書いたカードを引いた場合も，他のカー

ドと交換しない。引いたカードとの出会いが大

切であることを，あらかじめ伝えておく。

〔個 人〕30分

４．今回引いた言葉を前回の言葉と合わせ， ○順序は変えないよう指示する。

「『形の変わるもの』の『形の変わらない

もの』」を詩の題名として創作する。

５．マインドマップを書く。 ○セントラルイメージから浮かんだ言葉はどんど

ん書くように，次のような指示をする。

・消しゴムは使わないようにしよう。

・手が止まった時は，ブランチ（枝）を先に伸

ばしてみよう。

・１作目で描いたマインドマップからつなげて

みるのもいいね。

６．マインドマップをもとに詩の形に整えて ○マインドマップから使いたい言葉を付箋に書き

いく。 ぬき，付箋の並べ方を考えさせる。

・選ぶ時に声に出してみよう。

・できるだけ意味の遠い言葉を付箋に書いてみ

よう。

○付箋と付箋をどのようにつなぐか考えさせる。

○今日は詩の形になっていなくても良い。

〔全 体〕10分

７．本時の学習を振り返る。 ◆自分のイメージを広げることができたか。（マイン

・イメージの広がりについて自己評価する。 ドマップをもとに自己評価させる。）

○次時に詩を完成させ，グループ交流することを予

告する。
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